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10月 1 日現在

世帯数 7,718( +13) 
人口 22，303(+ 7) 

男 10，648( 一1)

女 11 ，655(+8) 

I I 

込ごみ

官J



E t.--，すれ‘

町
議
会
議
員
改
選
後
の
初
議
会
が
、
九
月
二
十

五
日
午
前
九
時
四
十
五
分
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。

当

日
は
、
新
し
い
議
員
パ
ッ
チ
を
つ
け
て
、

全
議
員
が
気
持
ち
も
新
た
に
仮
議
席
に
つ
き
ま

し
た
。

ま
ず
、
年
長
の
松
下
高
繁
議
員
が
臨
時
議
長

と
し
て
開
会
を
告
げ
た
後
、
和
田
町
長
の
招
集

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
正
副
議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ

、

議
長
に
渡
部
清
春
氏
、
副
議
長
に
山
内

良
一
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た

。

続
い
て
、
議
席
の
指
定
、
常
任
委
員
・
議
会

運
営
委
員
の
選
任
、
東
温
消
防
等
事
務
組
合
・

川
内
町
重
信
町
衛
生
組
合
の
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

次
に
、
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
議
会
選
出
の
監

査
委
員
に
佐
伯
正
夫
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
は
丹
生
谷
操
氏
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
合
公
園
建
設
・
焼
却
場
建
設
・
農

業
集
落
排
水
の
特
別
委
員
会
の
設
置
及
ぴ
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
八
木
淳
一
郎
助
役
よ
り
九
月
末
を

も
っ
て
退
任
の
挨
拶
が
あ
り
、
午
後
二
時
五
十

二
分
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
長

渡
部

j青
春

副
議
長山

内

良

総務委員会

き璽至。
石丸敏雄

(副委員長)
竹市多賀雄

き二重D
浜田卯三郎
窪田定靖

高橋幾八
藤田恒心

通

強
徳
繁

+
戊
玄
問

正

産業建設委員会

き亘至。
松下

(副委員長〉
岡多

室二E
佐伯

大西
松下

厚生委員会

書亘⑤
大森隆茂

(副委員長)
森貞章吾

重二重D
丹生谷操
牧 清行
諸伏静江

文教委員会

室亘至。
藤田群司

(副委員長〉
森 忠能

重二重D
高須賀徳
山内良一

佐伯正夫

議会運営委員会

繁
司
雄
通
茂

高
群
敏
隆

軍
捕
置
胸
骨
折
献
号

幾八

正

高橋

岡多

(消防組合議員)
高須賀徳
森員章吾

敏雄石丸

内
口

)

佐

一
員
一
徳
能

一
議
一
茂
忠〉

一
&
旦

一員
一

一
組
一
西

一委
一

一
生
一
大
森
一
査
一

一
衛
一

一監
一

正夫

平
成
九
年
度
か
ら
南
吉

井
保
育
所
に
お
い
て
生
後

六
ヶ
月
か
ら
の
乳
児
保
育

を
実
施
し
ま
す
。

入
所
手
続

申

請
書
は
、
役
場
福
祉
課
ま

た
は
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
役

場
福
祉
課
に
提
出
し
て
下
さ

受
付
期
間

十
一
月
二
十
九
日
ま
で

入
所
希
望
者
が
多
数
の
場
合

に
は
保
育
の
必
要
性
に
応
じ
て

調
整
さ
せ
て
項
き
ま
す

。

町
立
保
育
所
入
所
可
能
年
齢

南
吉
井
保
育
所
六
ヶ
月

l

双
葉
保
育
所
十
一

ヶ
月
1

南
吉
井
第
二
保
育
所
十
一ヶ
月
i

拝
志
保
育
所
一
歳

l

上
林
保
育
所
三
歳

1
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，~-，陪わてきれL'亀町に?
12月 1 日~
・きちんと分別されていない場合は回収しま
せん。

・指定ごみ袋以外(市販のごみ袋、スーパ
ーの買い物袋、ダンボール箱等)で出され
ている場合は回収しません。

・地区名・名前が記入されていない場合は
回収しません。

11 月 5 日 ---30 日
・きちんと分別されていない場合は回収し
ません。

・指定ごみ袋以外(市販のごみ袋、スー
パーの買い物袋、ダンボール箱等)で

出きれていても回収します二

・指定ごみ袋で出された場合、地区名・
名前が記入されていなくても回収しますL

J)hも入
(J{}<> 1\\ � 

指定袋に入れなくても出せるもの(地区名・名前の記入は不要です二)
・せん定した枝や板〈ずなどの長い木
くずは、直径が5センチメートル以内
であれば長さを50センチメートル程

度に切って、縛って出すことができま

す二それ以上のものは粗大ごみ回収

日(毎月 28 日)に出して下さい。

・新聞紙(広告紙)、雑誌は、それごとに縛って出すことがで、きますユ
・ダンボールは、縛って出すことがで、きます二箱の場合も、たたんで、から縛って出して下さい。

c令5cm以pgICL --j 

50cm程度

次のことを必ず守って下さい。 I
1.指定袋には、必ず地区名・名前を記入して下さい。 I
指定袋には、記名欄(地区名・名前)を設けてありま乱これは、「自分たちのごみは、自分たちで
責任を持って、自分たちの集積場に出主」という二とと、適正な分別の確認の意味てe設けてあ

りま主
2. 収集日の当日、午前8時までに、決められた場所に、決められた方法で出して下さい。
3. 指定袋には、燃えるごみ(=燃やすごみ)だけを入れて下さい。
発泡スチロールでできた容器類(食品トレイ、カップめんの容器、ファーストフードの容器など)、
弁当がら、ベットボトJレなどは、不燃物回収日(毎月 10 日・ 25 日)に出して下さい。

十
二
月
七
日
出

午
後
一
時
l

場
所
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

テ
l

マ
目
指
そ
う
「
い
じ
め
」
ゼ
ロ

内
容

-
小
・
中
・
高
校
生
発
表

-
パ
、
不
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ラ
l

県
生
港
学
留
推
進
講
師
弁
門
照
雄

県
医
療
技
術
短
大
講
師
小
野
け
い
子

県
生
涯
学
習
推
進
鱗
師
勝
田
昇

県
同
和
教
育
課
指
導
係
長
高
須
賀
康
夫

日
時

「人権問題に関する
総合12時間電話相談」

12月 10 日快)
午前9時~午後9時

薗0120-025-550

差別問題、いじめ・体罰、

家庭及び近隣関係等
人権問題全般
(無料・秘密厳守)

人権相談所
12月 19 日体)

10時"""15時
役場2F第1会議室

人権に関することなら

何でもどうぞ

相援は無料秘密厳守
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状況の公表に関する条例に

財政状況を公表します。

般 A
G
一A 計

予算現額仁二二二二コ 6，258，082千円
収入済額仁二二二二コ 3，236， 180千円(収入率51.7%)

20億円

5 

15 

10 

自 I~ 付 ~I町 税1: 出 :1町 債|県支出金|繰越金lL412JL21繰入金12JL2|諸収入|財産収入
予算現額 1 1.777，4 1811 ，臼4刈 649 ，0601 557,9 

科

収入済額 11 ，576 ， 1881 905,8941 58.423 01 26,2311 417,2171 97.3281 59,270 01 31 ,9531 23,058 965 

201:意円

予草現額 支2出3E7L\荷128阿額% E佐千子円開
15 一一 ーーー・ ・ ーー・. ー・ーーーー・-- ーーーー ー 』ーーーー ーーーー ー 曲 ー・. ー・・・・ー ーー ー ー・ー ーーー・ ーー ー --ーーーー 唱.-噂圃 ーーー- --ー 6 ，258，082千円 2,3 

1 0 一一 -ー・ ー ーー ・-- -・ ・ ・ ・・ー ー ， "・・ ・ ・・ー ーー ーーーー ーーー-- ー ー ・ ーーー- - - ー・ ・ ・・ ・ ・ ・- -入 ' ー ーー ー ーー ・・・ ー ー ー

「ーーー

5 一一 ー ー ーー

一
ーー ーー ー『ーーー ーーー- -- 晶 幽ー ー・ー ー ー ー ーー ーー ーー ー ー ー ー ーー- 晶晶』 ー・ -- ー 骨

トーー

トー

日 同 亡コ

一
科 目 民生費 土木 費 衛 生費 教育費

農林水
総務費 公債費 消防費 議会費

災害
商工費 予 備費

産業費 復 旧 費

予算現額 1,426,971 1,017,769 897,811 710,948 658,911 580,720 515,491 242,893 108,4 14 66，0凹 30,145 2,000 

支出済額 536,716 138,914 360,534 325,725 171.318 239,453 245，邸7 109.934 51 ,847 1,994 18，部7 01 
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特 思リ

町民が負担する税

税額

..�.. 

税等の収納状況
(単位千円)

、-'l'-1!1.T同)

会 計 名 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合 特定の人たちの相互扶助が

住宅新築資金等貸付事業 14,078 2.123 15.1 % 8,610 61.2 % 目的の国民健康保険や、限られ

老 人 保 健 1,956,837 814,027 41.6 874 ,457 44.7 
た人たちが利益を受ける簡易

国民健康保険 1,280,986 417,460 32.6 
水道といった事業は、原則とし

464,687 36.3 て利益を受ける人たちの負担
簡易水道事業 231 ,407 93,461 40.4 90,740 39.2 金で運営するため、一般会計と
土地区画整理事業 578,315 371 ,087 64.2 243.651 42.1 は別の「特別会計」になってい

農業集落排水事業 267.100 143,936 53.9 151.634 56.8 ます。 その特別会計の上半期の

町営墓地事業 133,809 267 0.2 120,856 90.3 状混は左のとおりです。

1 ，654 ， 715 ，000円

1人当たり(人口 22，303人)

74 ， 192円

1世帯当たり (7，7 18世帯)

214 ，397円

予算額 収入済額

町民税 844,394 405,171 

固定資産税 691 ,776 424.475 

国保税 376,103 117.061 

水道料 169,173 63.482 

その他の税 118,545 76.249 

政
の
財
分
町
期
信
上
重
度
ぴ
年

及
8

法
成
治
平

由
同
お
e

明
Jつ
十

地
監
=
=
目

町税の内訳
軽自動車税

29.∞0千円(3.2%)

特別土地保有税
2，638千円
(0.3%) 

地方債の現在高 (単位千円)

起~債~区~分「ー~借入~先~区~分 資金運用部 年 金 簡易保険局 公営企業 共済組合 市中銀行 市町村振興協会 計金融公庫

一般公共事業 421 ,958 421 ,958 

一般単独事業 701 ,102 942,328 15,000 35.712 277,790 11 ,200 1,983,132 

公営住宅建設事業 152,336 143,399 25,191 320,926 

義務教育施設整備事業 259,076 129,600 388,676 

公共用地先行取得事業 61 ,900 61 ,900 

災害復旧事業 34,111 34,111 

一般廃棄物処理事業 126.800 126,800 

厚生福祉施設整備事業 166,254 166,254 

地域改善対策事業 342,711 342.711 

財源対策債 13.827 19,085 24 ,336 57,248 

減収補てん債 31 ,100 31 ,100 

臨時財政特例債 223,375 223.375 

公共事業等臨時特例償 41 ,951 41 ,951 

減税補てん債 309,200 309,200 

調 整 債 8,104 8,104 

上水道事業 10,200 12.400 22,600 

計 2,258,875 312,139 1,369,139 52,591 35,712 500,390 11.200 4,540,046 



6 乙 4

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

必
す
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
が
、
交
通
事
故
や
傷
害
事
件

な
ど
第
三
者
(
加
害
者
)
か
ら
受
け

た
傷
病
に
よ
る
医
療
費
は
、
原
則

と
し
て
、
加
害
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
で
す
が
、
そ
の
弁
償
が
不
十

分
で
あ
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る

場
合
に
は
、
国
保
で
治
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
次
の
条

件
や
手
続
き
が
あ
り
ま
す

。

O
加
害
者
か
ら
現
実
に
治
療
費
を

畳
け
取
っ
て
い
れ
ば
、
国
保
は

使
え
ま
せ
ん
。

O
国
保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
る

と
き
は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
に
よ
り
、
国
保
は
加
入

者
の
医
療
費
を

一
時
的
に
立
て
替

え
、
あ
と
か
ら
加
害
者
に
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
届
け
出
が
な
い
と
、
国
保
が
使

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
て
下
さ
い
。

(
届
出
用
紙
は
役
場
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
)

示
談
は
慎
重
に

加
害
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い

が
つ
い
て
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま

う
と
、
そ
の
示
談
の
と
り
き
め
の

内
容
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
り
、

た
と
え
ば
、
示
談
書
に
医
療
費
は

国
保
を
使
っ
て
す
ま
せ
る
と
い
う

よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
む
と
、
示

談
の
成
立
後
は
、
加
害
者
に
請
求

で
き
な
く
な
り
、
被
害
者
本
人
が

全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
示
談
を
結
ぶ

前
に
、
必
ず
役
場
福
祉
課
国
保
係

へ
届
け
出
て
下
さ
い
。

※
老
人
医
療
受
給
者
に
つ
い
て
も

同
様
で
す
。

①
警
察
に
届
け
て
、
交
通
事

故
証
明
書
を
も
ら
、
っ
。

②
国
保
で
治
療
を
受
け
る
場

合
、
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」
を
福
祉
課
へ
提
出
す

ヲ
。
。

③
示
談
は
、
必
ず
国
保
係
に

相
談
し
て
か
ら

。

現
役
世
代
に
も

年
金
の
よ
さ
を

皆
さ
ん
の
回
り
に
も
、
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

を
受
け
取
っ
て
い
る
方
が
い
る
と

思
い
ま
す
。
年
金
は
、
高
齢
や
障

害
の
た
め
に
働
け
な
く
な
っ
た

り
、

一
家
の
働
き
手
が
死
亡
し
て

生
活
に
困
っ
た
時
な
ど
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
支
給
さ
れ
る

に
は
、
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
は
「
世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
」
を
基
本
理
念
と
し
て

成
り
立
ち
、
二
十
歳
に
な
っ
た
方

は
皆
さ
ん
国
民
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。若

い
人
に
と
っ
て
公
的
年
金
は

ま
だ
ま
だ
先
の
話
と
か
自
分
に
は

関
係
が
な
い
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
年
金
の
受
給
以
外
に
も
、
加

入
者
や
受
給
者
の
健
康
増
進
と
福

祉
の
た
め
に
役
立
っ
た
り
、
低
料

金
で
利
用
で
き
る
保
養
所
・
宿
泊

施
設
あ
る
い
は
病
院
な
ど
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
の
世
代
の
保
険
料
負

担
の
急
激
な
増
大
を
緩
和
す
る
た

め
に
、
年
金
保
険
料
の
積
立
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
(
本
年
三
月
末
現

在
の
積
立
金
総
額
約
一
一
九
兆

円
)こ

の
年
金
の
積
立
金
の
一
部
は

住
宅
資
金
・
教
育
資
金
に
貸
し
付

け
ら
れ
た
り
、
老
人
ホ
l

ム
や
廃

棄
物
処
理
施
設
な
ど
町
民
福
祉
の

向
上
に
役
立
つ
施
設
の
整
備
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
公
的
年
金
は
若

い
人
達
に
無
縁
な
も
の
で
な
く
、

き
わ
め
て
身
近
な
も
の
と
し
て
皆

さ
ん
の
毎
日
の
暮
ら
し
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
も
っ
と
自
分
の
年

金
を
大
切
に
し
て
、
今
一
度
「
年

金
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

@依yé;忠信ゆ信忠信泡ぺ泡花浴@。守二

日
頃
よ
り
、
赤
十
字
事
業
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

九
月
二
十
五
日
に
、
赤
十
字

社
資
募
集
運
動
の
社
員
に
対
す

る
還
元
事
業
と
し
て
、
「
赤
十
字

巡
回
健
康
講
座
」
が
町
民
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
山
赤
十
字
病
院
第
二
整
形

外
科
部
長
の
若
狭
雅
彦
先
生
に

よ
る
「
骨
組
し
よ
う
症
に
つ
い

て
」
の
講
演
や
赤
十
字
事
業
に

関
す
る
映
画
、
そ
の
ほ
か
、
健

康
相
談
、
検
尿
、
血
圧
測
定
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
重
信
町
分
区

'a] 匠タイム労同パー日;,",-, 10 1 月
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固

定

資
産

j

平
成
九
年
度
評
価
替
え
i

平
成
九
年
度
は
、
固
定
資
産
の

評
価
替
え
の
年
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。固

定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
の

価
格
を
基
準
と
し
て
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
土

地
や
建
物
の
適
正
な
価
格
を
求
め

る
た
め
に
三
年
毎
に
評
価
額
を
見

直
す
制
度
が
と
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
固
定
資
産
の
評
価
替
え
と
い

い
ま
す
。

土
地
(
宅
地
)
に
つ
い
て
は
、
前

回
平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
で
全

国
的
に
国
の
示
す
地
価
公
示
価
格

の
七
割
程
度
の
価
格
を
目
標
に
評

価
替
え
が
行
わ
れ
、
評
価
の
均
衡

化
、
適
正
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
九
年
度
評
価
替
え
で
は
、
六

年
度
評
価
替
え
を
踏
ま
え
て
、
更

に
一
層
評
価
の
適
正
化
を
促
進
す

る
た
め
、
都
市
計
画
区
域
内
の
宅

:ーι・ も

税

地
(
市
街
化
農
地
及
ぴ
一
部
の
雑

種
地
等
を
含
む
。
)
を
対
象
に
路
線

価
方
式
に
よ
る
評
価
を
実
施
し
、

路
線
価
等
を
公
開
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
路
線
価
方
式
に
よ
る
評
価

と
は
、
街
路
ご
と
に
、
沿
接
す
る

標
準
的
な
宅
地
の
価
格
を
表
す
路

線
価
を
付
設
し
、
こ
の
路
線
価
に

基
づ
い
て
所
定
の
画
地
計
算
法
に

よ
り
各
筆
の
評
価
額
を
算
定
す
る

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
客
観
的
、

科
学
的
な
評
価
が
図
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
家
屋
に
つ
い
て
も
、
建

築
経
費
の
動
向
等
に
対
応
し
て
評

価
替
を
実
施
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
町
税
の
基
幹

税
目
で
あ
り
、
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
を
目
前
に
し
た
貴
重
な
行
政

財
源
と
し
て
、
今
後
一
層
重
要
性

を
増
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
固
定
資
産
税
に
対
し
て
、
納
税

者
の
方
々
に
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
九
年
度
か
ら
、

前
記
の
路
線
価
等
の
公
開
に
加
え

て
納
税
者
ご
と
に
、
課
税
物
件
の

面
積
、
評
価
額
等
の
詳
細
を
記
載

し
た
課
税
明
細
書
を
送
付
す
る
予

定
で
す
。

税
を
知
る
週
間
が
始
ま
り
ま
す

国
税
庁
で
は
、
「
こ
の
社
会
あ
な

た
の
税
が
い
き
て
い
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
十
一
月
十
一

日
間
か
ら
十
七
日
制
ま
で
の
期
間

を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
、
全

国
一
斉
に
多
彩
な
行
事
を
展
開
し

ま
す
。

松
山
税
務
署
で
は
、
こ
の
週
間

に
先
立
っ
て
「
%
タ
ッ
ク
ス
&
ヘ

ル
ス
フ
ェ
ア
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、

週
間
中
は
、
租
税
教
室
や
座
談
会
、

税
の
作
文
の
表
彰
な
ど
を
行
い
、

皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

-
「
%
タ
ッ
ク
ス
&
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
」

健
康
と
暮
ら
し
を
と
お
し
て
税

を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い

た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

期
間
十
一
月
六
日
制

j

八
日
働

場
所
松
山
市
宮
西
町

フ
ジ
グ
ラ
ン
松
山

無
料
税
務
相
談
、
無
料
健

康
相
談
、
健
康
と
税
に
関

す
る
パ
ネ
ル
展
示
、
児
童
・

生
徒
の
租
税
作
品
の
展

示
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
税

金
ク
イ
ズ

内
F会河

合

-
税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

健
康
と
税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や

児
童
・
生
徒
の
租
税
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

期
間
十
一
月
十
一
日
間

i

十
五
日
働

場
所
松
山
若
草
合
同
庁
舎
一
階

ロ
ビ
l

・
国
税
モ
ニ
タ
ー
と
の
座
談
会

納
税
者
の
中
か
ら
お
願
い
し
て

い
る
国
税
モ
ニ
タ
ー
と
の
座
談
会

を
行
い
、
税
に
関
す
る
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
す
。

-
税
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

中
学
生
、
高
校
生
か
ら
募
集
し

た
作
文
の
入
選
作
品
の
発
表
と
表

彰
を
行
い
ま
す
。

-
租
税
教
室
の
開
催

児
童
・
生
徒
な
ど
を
対
象
に
教

室
を
聞
き
、
ビ
テ
オ
や
税
金
ク
イ

ズ
等
を
と
お
し
て
税
の
意
義
や
役

割
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

11月の納税
国民健康保険税第5期

納税期限

平成8年 12月 2 日(月)

で生かすも

日

時

十
一
月
十
五
日
樹

午
前
十
時
l

十
二
時

。

場

所

西
岡
公
民
館

容
「
家
事
に
リ
ズ
ム
を
/
」

内

社会に生かす

そ
う
じ
嫌
い
の
私
が
変
わ
っ
た
。

そ
の
コ
ツ
と
必
須
ア
イ
テ
ム
。

「
教
育
費
の
山
を
迎
え
る
前
に
/
」

大
学
入
学
・
住
宅
ロ
l

ン
・
単

情あなたのカ

身
赴
任
を
支
え
る
家
計
簿
。

「
汚
さ
な
い
工
夫
」

台
所
を
い
つ
も
き
れ
い
に
。

「
家
計
簿
の
つ
け
方
」

入
場
料
前
売
三

O
O
円

②宅必'êl@ノ叙Eノ叡ろ包括与官泡"ÕY'>./匂

(
当
日
三
百
五
十
円
)

※
託
児
あ
り
(
予
約
必
要
・
お
や

つ
代
と
し
て
二
O
O

円
)

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
井
富
九
六
四
l

四
八
九
八

主

松
山
友
の
会

催

後

援
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知
っ
て
い
ま
す
か
こ
の
言
葉

「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
社
会
」

最
近
、
新
聞
な
ど
で
「
ボ
ー
ダ

ー
レ
ス
」
と
い
う

言
葉
を
見
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
ボ
ー
ダ
ー
と
は
、

も
と
も
と
国
境
と
か
境
と
い
う
意

味
で
あ
り
ま
す
。
レ
ス
と
は
、
ワ

イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
と
か
エ
ン
ド
レ

ス
テ
l

プ
、
ホ
ー
ム
レ
ス
と
い
う

よ
う
に
「

j

の
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
表
し
ま
す
が
、
ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
社
会
と
は
、
国
境
が
な
い
こ
と

で
は
な
く
、
国
境
と
い
う
区
別
に

こ
だ
わ
ら
な
い
社
会
を
意
味
し
て

使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
社
会
は
、
高
齢

化
社
会
と
同
様
に
、
国
際
化
の
時

代
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ち
例
え
ば
、
私
た
ち
は
ど
ん
な
館

地
に
住
ん
で
い
て
も
、
テ
レ
ビ
を

通
し
て
世
界
各
地
の
出
来
事
を
、

そ
の
日
の
う
ち
に
茶
の
間
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
小
・
中
学

生
が
外
国
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た

り
、
高
校
生
の
修
学
旅
行
も
外
国

へ
行
く
ケ
l

ス
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
一
方
、
多
く
の
外
国
の
人
々

が
日
本
を
訪
れ
た
り
、
長
期
間
滞

在
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
異
な
っ
た
言
葉
や

宗
教
、
生
活
習
慣
を
も
っ
た
人
々

と
接
す
る
機
会
が
増
え
、
国
際
化

は
生
活
の
一
部
と
さ
え
な
り
つ
つ

あ
る
今
日
で
す
。

そ
う
な
り
ま
す
と
、
こ
れ
ら
外

国
の
人
々
を
「
よ
そ
者
」
と
し
て

排
斥
・
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、

同
じ
人
間
と
し
て
「
と
も
に
生
き

る
」
と
い
う
共
生
・
共
有
の
考
え

方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
は
地
球
的
規
模
(
ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
)
で
、
人
聞
が
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
人
間
優
先
(
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ァ
ー
ス
ト
)
の
社
会
の
実
現
へ

向
か
っ
て
進
ん
で
き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
世
界
の
流
れ
の
中

で
、
外
国
人
か
ら
見
れ
ば
日
本
は

ま
だ
ま
だ
大
き
な
ボ
ー
ダ
ー
を
つ

く
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
権
問
題
が
国
連
と

い
う
国
際
舞
台
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
差
別
解
消
へ
の

取
り
組
み
が
国
境
を
越
え
て
努
力

さ
れ
て
い
る
今
日
、
同
じ
日
本
人

同
士
で
あ
り
な
が
ら
、
過
去
の
身

分
制
度
に
も
と
づ
く
出
自
(
生
れ
)

に
こ
だ
わ
る
部
落
差
別
の
存
在

は
、
こ
れ
か
ら
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

社
会
で
は
国
際
的
な
信
用
を
失
い
、

人
権
赤
字
国
の
汚
名
を
ぬ
ぐ
い
き

れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
閉
鎖
的
な

国
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

今
後
、
日
本
が
国
際
社
会
の
一

員
と
し
て
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
同
和
問

題
は
早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
で

あ
る
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
に

引
き
継
い
で
は
な
ら
な
い
人
権
問

題
で
あ
り
ま
す
。

今
、
部
落
解
放
運
動
は
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
国
際
的
な
連

帯
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
解
放
運
動

は
、
同
和
問
題
の
解
決
を
被
差
別

部
落
の
人
々
の
た
め
の
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
国
際
化
が
ま
す
ま
す
進

ん
で
い
く
二
十
一
世
紀
、
つ
ま
り

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
社
会
で
は
、
国
際

的
人
権
感
覚
を
高
め
る
と
い
う
立

場
か
ら
も
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、

国
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

へ
向
け
た
取
り
組
み
が
重
視
さ
れ

て
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
の

人
権
と
同
様
に
、
あ
ら
ゆ
る
立
場

の
人
々
の
人
権
に
も
関
心
を
寄
せ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

八
月
号
の
本
欄
で
お
知
ら
せ
し

た
ρ
・

提
言
。

の
三
つ
目
の

子
ど
も
と
と
も
に
「
人
間
と
し

て
の
生
き
方
」
を
真
剣
に
考
え
、

思
い
や
り
、
命
の
尊
さ
、
た
く
ま

し
い
力
等
に
関
す
る
教
育
活
動
の

場
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
。

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

。

こ
こ
に
あ
が
っ
て
い
る
、
。
思
い

や
り
、
命
の
尊
さ
、
た
く
ま
し
い

力
。
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
他
人
の
感
情
を
自
分
の
感
情
と

し
て
共
感
す
る
ニ
と

①
日
常
生
活
の
中
で
自
分
の
役
割

を
自
覚
す
る
こ
と

①
?
勺
い
経
験
に
耐
え
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
今
、
子
ど

も
の
こ
と
を
思

っ
て
い
ろ
い
ろ
行

わ
れ
て
い
る
活
動
が
、
大
人
(
親
や

地
域
の
指
導
者
等
)
の
お
膳
立
て

し
た
レ

l

ル
の
上
に
、
そ
の
ま
ま

子
ど
も
を
乗
せ
る
形
に
な
っ
て
は

い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
で
は
前
記
の

力
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
自
ら
が
工
夫
し
、

計
画
を
立
て
、
実
践
す
る
。
そ
の

中
で
構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
が
能
力
、

特
性
、
年
齢
差
等
に
応
じ
た
役
割

を
果
た
す
。
失
敗
す
れ
ば
そ
こ
で

何
か
を
学
び
、
成
功
す
れ
ば
共
に

喜
ぴ
さ
ら
に
一
歩
前
進
す
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
の
積
み
重
ね
の
中

で
子
ど
も
た
ち
は
少
し
ず
つ
前
記

の
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
特
に
強
く
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
。
体
験
的
活
動
の
重
視
。

と
か
。
異
年
齢
集
団
活
動
の
重
視
。

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
切
な

こ
と
は
、
単
に
こ
れ
ら
の
活
動
の

量
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、
ね

ら
い
を
明
確
に
し
て
そ
の
活
動
の

方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。
自

立
を
促
す
こ
と
を
目
指
し
て
、
多

彩
な
教
育
活
動
の
在
り
方
に
知
恵

を
し
ぼ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
教
育
は
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の
三
者

で
営
む
も
の
で
す
。
「
教
育
の
こ
と

は
学
校
に
お
ま
か
せ
し
ま
す
。
口

出
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
」
で
は
い

け
ま
せ
ん
。
家
庭
、
地
域
で
の
子

ど
も
を
育
て
る
営
み
は
す
べ
て

「
教育
活
動
」
な

の
で
す
。
そ
し

て
、
「
教
育
活
動
」
を
通
し
て
い
じ

め
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
、
遠
回
り
の
よ
う
で
す
が
最
も

基
本
的
な
こ
と
な
の
で
す
。



、

母

親
学

母
親
と
な
る
喜
ぴ
や
、

不
安
を
話
し
合
い
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
に
つ
い
て
、

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
あ
れ
こ
れ
思
う

よ
り
も
、
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
父
さ
ん
や
ご
家
族
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象
妊
婦

場
所
町
民

会
館

時
間

午
後
一
時
三
十
分

i

三
時

料
金
無
料

申
し
込
み
方
法

十
一
月
五
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

箇
九
六
四
l

四
一
七
O

(
保
健
婦
直
通
電
話
)

冨
九
六
四
l

二
O
O

一
間

(
内
線
三
一一
・
三
二
一
)

ζ4 9 
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‘ー
案

内
3OOOgの赤ちゃんの人形をお風呂に入れま丈)I 

母さんと一緒) I 
.お産、育児の体験談(赤ちゃんの抱き方・あやし方) I 

月 日 内 F谷舎雪、

座談会 講義・ビデオ鑑賞
11 月 8 日恰) .自己紹介 -妊娠の生理

-妊娠について思うこと

講義・実技
11 月 15 日峰) .呼吸法

.乳房の手当

11 月 18 日(月)
講義
.お産の準備用品、子供服、 育児用品の選び方

11 月 22 日栓) 実技

-i木浴(

11 月 28 日 (木) || 座

子

育

て

予
防
接
種

予
防
接
種
に
は
、
指
定
医
療
機

関
で
受
け
る
個
別
接
種
と
、
指
定

さ
れ
た
会
場
で
受
け
る
集
団
接
種

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

個
別
接
種
は
、
体
調
の
よ
い
時

に
、
季
節
に
関
係
な
く
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
反
面
、
う
っ

か
り
受
け
忘
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

集団接種
・ポリオ
・ツベルクリン反応検査
• BCG 
・日本脳炎

個別接種
・三種混合第1期
(ジフテリア・盲目ぜき・破傷風)
.麻しん(はしか)
-風しん

、，〆伝

板

言

乳
幼
児
健
康
相
談

乳
幼
児
健
康
診
査
時
、
ま
た
、

常
時
、
保
健
婦
室
、
電
話
等
に
て
、

健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
育

児
に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
、
予

防
接
種
の
す
す
め
方
な
ど
、
そ
の

他
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
離
乳
食
学
級
、
乳
幼
児

健
康
診
査
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
の

交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程
・
対
象
に
つ
い
て
は
、
「
広
報

し
げ
の
ぶ
」
、
「
わ
が
家
の
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
に
な
り
、
お

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

「
世界
エ
イ

十
二
月
一
日
は

ズ
デ
l

L

で
す
。

愛
媛
県
で
は
、
十
二
月
一
日

か
ら
七
日
ま
で
を
「
愛
媛
エ
イ

ズ
予
防
週
間
」
と
定
め
、
各
保

健
所
に
お
い
て
、
夜
間
血
液
検

査
及
び
夜
間
電
話
相
談
を
実
施

い
た
し
ま
す

。

エ
イ
ズ
で
悩
み
・
不
安

・

疑

問
を
抱
い
て
い
る
方
は
、
こ
の

機
会
に
是
非
ご
利
用
下
さ
い

。

夜
間
電
話
相
談

十
二
月
二
日
間
・
三
日
ω
・
四
日
嗣

午
後
五
時
1

八
時

冨
(
九
三
二
四

O
三
六

箇
(
九
三
一
)
八
四
五
五

〔夜
間
血
液
検
査

十
二
月
二
日
間
・
三
日
閃
・
四
日
制

午
後
五
時
i
八
時

松
山
中
央
保
健
所

一
階
予
診
室

料
金
無
料

専
門
の
医
師
等
が
相
談
に
お

答
え
し
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
等
秘

密
は
絶
対
守
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。
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福

寿

中
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
標

歯
九
六
四
l

一
五
O
O
刊

大

品協

-T 

十
一
月
二
十
七
日
制

午
後
一
時
三
十
分
i

三
時

町
民
会
館

第
一
・
二
研
修
室

N
T
T

松
山
病
院
産
婦
人

科
部
長
今
井
洋
子
先
生

「
実
年
の
愛
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」

入
場
無
料

日
時

場
所

講
師

演
題

大
天
体
望
遠
鏡
の
講
習

m
m
屈
折
エ

我
が
家
の
庭
が
星
空
教
室

西
原
昇
次

{;f5 

親
子
で
冬
の
夜
空
に
輝
く

星
の
観
察
を
し
ま
せ
ん
か
。

取
り
扱
い
講
習
を
受
け
ら

れ
た
方
へ
望
遠
鏡
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

最
後
の
講
習
で
す
。
(
個
人
で

の
参
加
も
可
)

日
時
十
二
月
二
日
間

午
後
七
時
三
十
分
1

場
所
町
民
会
館

第
一
・
二
研
修
室

講
師
四
国
天
文
協
会
会
員

堀
寿
夫
先
生

募
集
人
数
七
組
(
先
着
順
)

受
講
料
無
料

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

日
時
十
一
月
二
十
一
日
附

午
前
十
時
l

十
一
時
三
十
分

場
所
町
民
会
館

第
一
・
二
研
修
室

講
師
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授

小
沼
大
八
先
生

演
題
「
こ
こ
ろ
と
つ
き
合
う
」

入
場
無
料

~ ヴヨE

待
ち
に
待
っ
た
子
供
た
ち
の
夏
休

み
、
第
一
号
の
別
ミ
リ
屈
折
望
遠
鏡
取

り
扱
い
講
習
会
修
了
証
と
天
体
望
遠
鏡

借
用
申
請
書
を
片
手
に
町
民
会
館
へ
、

そ
し
て
念
願
の
別
ミ
リ
屈
折
天
体
望
遠

鏡
を
手
に
我
が
家
へ
。

そ
の
夜
は
我
が
家
の
庭
が
星
空
教

室
、
子
供
た
ち
四
人
に
近
所
の
子
供
や

大
人
も
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ャ
。ま

ず
は
月
面
ク
レ
ー
タ
ー
、
そ
し
て

木
星
の
縞
模
様
と
ガ
リ
レ
オ
衛
星
、
さ

ら
に
土
星
の
輪
と
次
々
と
目
の
中
に
飛

び
込
ん
で
く
る
星
々
の
姿
に
時
を
忘

れ
、
し
ば
し
鑑
賞
の
一
時
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
一
週
間
は
あ
っ
と
い
う
聞
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
口
径
と
は

い
か
な
い
ま
で
も
、
加
ミ
リ
の
屈
折
望

遠
鏡
は
、
け
つ
こ
う
シ
ャ
ー
プ
な
画
像

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
特
に
白
鳥
座
の

二
重
星
ア
ル
ピ
レ
オ
は
ブ
ル
!
と
オ
レ

ン
ジ
の
す
ば
ら
し
い
光
が
印
象
的
で
し

た
。
お
か
げ
で
こ
の
夏
休
み
は
星
見
三

昧
、
次
は
へ
l

ル
ポ
ッ
プ
馨
星
、
そ
し

て
新
馨
星
の
発
見
を
と
、
夢
が
ふ
く
ら

む
毎
日
で
す
。

町
制
初
周
年
記
念
講
座

十
一
月
十
日
同

午
後
一
時
三
十
分
l

町
民
会
館

第
一
・
二
研
修
室

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
史
談
会

窪
田
重
治
先
生

(
元
松
山
東
雲
高
校
教
諭
)

「
景
観
の
変
遷
か
ら
見

た
重
信
の
今
昔
」

聴
講
料
無
料

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

歴
史
民
俗
資
料
館

冨
九
六
四
ー
一
五
O
O
附

内
線
五
O
三

日
時

場
所

共
催

講
師

演
題
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主催
重信町文化協会

後援

重信町教育委員会
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狂言とは?
在言は能舞台で演じるのが本来の姿です。能
舞台は三間四方の板間で背景は老松が描か
れた鏡板があるだけです。他の舞台装置は何
もなく、 2 ・ 3人の演者による対話で無い物も
有る様に詞で表現します。そのためにはよく
通る声で表現する必要があり、そのためのけ
い古が基本です。筋立は簡単で舞台の進行を
見ていれば自然と理解出来る程度のものです。

ぷす

附子
主人が留守になるのでこれ

は盆毒だからと言い置いて

出かけます。太郎・次郎冠者

は見られぬものは見たくな

り、ついに食べてしまいま
す。その言い訳は「ー休さ

ん」の話にもある通りです
が、狂言の演技法、 せりふ、

動き、謡、舞の要素がすべ
て含まれた代表作です。

文
章
教
室
に
参
加
し
て
小
橋
シ
ヅ
子

五
月
か
ら
始
ま
っ
た
文
章
教
室
も
半
ば
を
過
ぎ
た
。

講
師
は
、
愛
媛
新
聞
社
に
長
年
勤
め
て
お
ら
れ
た
和
田

重
作
先
生
。
「
文
章
談
議
を
し
、
合
評
し
、
批
判
し
あ
っ
て

肩
の
こ
ら
な
い
楽
し
い
教
室
に
し
た
い
。
そ
し
て
切
瑳
琢

磨
し
、
自
分
の
文
章
に
磨
き
を
か
け
よ
う
。
」
と
先
生
の
言

葉
が
あ
り
、
月
二
回
の
講
座
が
始
ま
っ
た
。

早
速
、
四00
字
詰
原
稿
用
紙
に
二
枚
、
題
は
自
由
と
宿

題
が
で
る
。
さ
て
!
と
悩
ん
で
い
る
と
「
ど
う
書
く
か
よ
り

一品

附

，

f
h終
μ

ソ
所
山

叩
陶
，

一製
・

何
を
書
く
か
が
先

決
。
」
「
正
直
に
書

け
ば
、
そ
れ
な
り

に
人
の
心
を
打
つ

文
章
に
な
る
。
」

〉
」

ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
。
何
と

か
書
き
、
持
ち
寄

っ
た
宿
題
の
文

章
。
皆
の
前
で
声

を
出
し
て
読
む
の
も
初
め
て
な
ら
批
評
し
て
も
ら
う
の
も

初
め
て
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
文
章
が
引
き
し
ま
り

生
き
生
き
し
て
き
た
感
じ
が
す
る
。

そ
の
他
、
町
外
研
修
も
楽
し
み
。
砥
部
焼
の
里
を
訪
れ
、

草
を
か
き
分
け
か
つ
て
の
登
窯
跡
を
探
し
た
こ
と
も
い
い

思
い
出
の
一
つ
。
来
年
の
二
月
ま
で
、
今
か
ら
で
も
興
味
の

あ
る
方
は
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

志
津
川
古
墳
群

発
掘
調
査
の
報
告
書
が

で
き
ま
し
た

教
育
委
員
会
で
は
、
総
合
公

園
着
工
に
と
も
な
う
志
津
川
古

墳
群
の
発
掘
調
査
報
告
書
を
こ

の
ほ
ど
刊
行
し
ま
し
た
。

十
数
基
の
古
墳
や
そ
れ
ら
の

遺
物
は
、
旧
陸
軍
の
射
撃
演
習

な
ど
で
壊
滅
に
近
い
状
態
で
し

た
が
、
調
査
に
よ
り
ほ
と
ん
ど

を
図
面
化
す
る
こ
と
が
。

ま
た
遺
物
も
可
能
な
か
ぎ
り

復
元
し
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
報

告
書
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

一
部
三
千
円
で
す0

.
十
一
月
の
休
館
日

，
，

l
t

・
‘
，

1
A
7

・
口

6
q
u

q
u

・

A
-
-
E
L
-
-
1
i
1
i
q
L

P
D
n
U
3
4
 

つ
臼

q
O
E
-
-
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山
之
内

, tÇh 、

大
石
久
美
子

片
虫
晃

高
岡
允

中
島
強
太

山
内
千
品

和
田
由
利
子

樋

口

相
原
直
子

磯
金
陽
子

形
上
昌
彦

佐
々
木
啓

高
須
賀
幸

田
中
博
明

西
山
弘
幸

野
村
栄
理
子

林
久
美

日
野
公
博

藤
田
寛
子

松
田
貴
司

明
星
覚

村
上
圭

渡
部
晶
子

渡
部
か
お
り

g年

式;;:(:::
横
河
原

安
間
幸
子

伊
賀
仁
美

伊
藤
裕
香

上
城
統
士

氏
家
昌
樹

江
戸
祐
二

戒
能
広
子

笠
松
美
和

片
岡
妙
子

加
藤
倫
子

門
田
陽
子

菅
野
加
奈
子

木
庭
恵
美

佐
藤
貴
昭

田
窪
静
香

武
田
沙
織

玉
井
智
子

戸
津
麻
美

冨
永
佳
代

沼
田
恵
美

藤
原
真
紀

松
崎
知
恵

松
村
さ
ち
こ

松
本
由
美
恵

森
山
友
理

山
木
優
子

山
口
美
香

山
本
ひ
と
み

山
本
愛

渡
部
峰
子

志
津
川

青
野
亜
希
子

荒
木
美
能

石
山
公
壱

稲
田
慈

楳
田
倫
子

江
戸
法
文

大
塚
聡
史

大
西
勝

岡
伸
年

岡
本
あ
か
ね

小
笠
原
和
紀

小
野
ゆ
き
の

織
本
真

影
山
和
香

片
岡
匠

菅
原
陽
子

木
下
典
子

壁
曇
昌
弘

佐
伯
淑
行

斎
藤
裕
一

清
水
康
子

新
保
恭
子

千
田
和
加
子

高
須
賀
幸
子

武
田
優

武
智
香
代
子

橘
俊
夫

田
中
由
美

田
中
留
美

大
丸
典
子

寺
津
潤

富
永
愛
美

豊
田
麻
衣

野
村
義
輝

福
島
秀
昭

文
野
龍
彦

松
岡
和
人

松
岡
洋
子

松
田
朋
子

宮
内
久
美

三
好
浩
之

村
上
真
紀

山
内
恵
美
子

山
本
智
世

和
気
伯
真

渡
部
純
子

渡
部
強

平
成
九
年
一
月
十
五
日
、
町
民
会
館
に
お

い
て
成
人
式
を
行
い
ま
す
。
設
当
者
は
下
記

の
方
々
で
す
。
(
名
簿
は
昭
和
五
十
一
年
度

に
生
ま
れ
た
方
で
、
十
月
一
日
現
在
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
)

十
二
月
末
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
ご
案

和
田

友
枝

西

岡

石
丸
善
康

塩
出
伸
次

西
方
純

村
井
め
ぐ
み

渡
部
淳
子

和
田
佳
代
子

花
山
泰
久

見
奈
良

赤
鹿
み
ど
り

浅
尾
向
美

阿
部
喜
美
子

網
江
美
和

有
光
瑠
美
子

池
川
和
臣

池
川
佳
代
子

池
川
志
帆

池
川
智
美

池
川
美
代
子

池
川
義
郎

石
川
真
優

伊
藤
秀
隆

井
門
政
一

井
門
三
八
十

井
上
賀
予

井
上
寿
美

井
上
由
紀
子

岡
田
卓
巳

岡
部
香
織

越
智
健
太
郎

柿
原
修

川
中
裕
美
子

川
法
恭
子

菊
地
智
美

菊
池
美
香

音
良
麻
容
子

吉
良
真
理
子

黒
河
英
彰

後
藤
し
づ
か

坂
上
梨
花
子

佐
久
間
舞

佐
々
木
史
子

新
藤
美
貴

末
友
恵
子

高
塚
稔

高
原
加
奈
子

竹
田
英
弘

田
中
道
子

谷
口
理
恵

土
谷
字
多
子

友
近
美
香

橋
本
順
次

芙
家
香
織

漬
井
知
恵

宮
崎
由
紀

三
好
悪

毛
利
多
恵
子

八
幡
智
美

山
内
真
美

山
口
宏
子

田

窪

池
田
美
紀

池
田
理
恵

居
村
弥
生

宇
野
尚
子

江
戸
や
よ
い

大
西
昌
子

大
西
美
里

海
稲
栄
子

梶
本
恵

形
上
尚

加
藤
竜
児

女

塾

性

海
を
渡
る
色
紙
雛

色
紙
雛
づ
く
り
を

九
月
二
日
、

行
い
ま
し
た
。

和
田
塾
長
が
、
か
つ
て
中
国
吉

林
省
通
化
市
に
住
ん
で
い
た
子
供

の
頃
の
体
験
談
を
本
に
し
、
そ
の

個
人
的
な
交
流
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
重
信
町
と
中
国
通
化
市
と
の

児
童
の
絵
画
の
交
流
が
始
ま
っ
て

二
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
の
国
際
交
流
に
、

女
性
塾
も
少
し
で
も
役
に
立
て
れ

ば
と
、
色
紙
雛
を
作
り
、
重
信
町

の
児
童
の
絵
画
と
一
緒
に
、
通
化

市
へ
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

宇
品
1
ν
h
~
。

講
師
(
塾
生
)
の
指
導
で
、
小
学

生
の
図
工
授
業
さ
な
が
ら
の
光

景
、
そ
し
て
作
り
子
が
年
を
と
っ

て
い
る
だ
け
に
手
元
は
不
知
意
。

そ
れ
で
も
約
三
時
間
後
に
は
雌

雛
、
雄
雛
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

いうた
なか時中
ど、、国

とす何の
考くを子
えす感供
なくじ達
が成てが
ら長くこ
しれれ

s :;;;;;-しでこ過な心か童私てるに
v g たきとご時豊え心達ほだふ
と生。まがすをかりにもしろれ

『

高
齢
化
社
会
の
中
で
女
性
が

自
分
の
為
に
も
社
会
の
為
に
も
、

如
何
に
美
し
く
楽
し

く

年
を
重

ね
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

か
』
と
い
う
お
話
を
皆
さ
ん
と
ご

一
緒
に
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師
/
小
野
ツ
ル
コ

愛
大
医
学
部

看
護
学
校
教
授

演
題
/
『
美
し
く
老
い
る

た
め
の
カ
ル
テ

』

日
時
/

十
二
月
二
日
(
月
曜
日
)

午
後
一
時
j

三
時

会
場
/
町
民
会
館
二
階

第
三
会
議
室



鈎 平成

成人

蟹
江
貴
俊

菅
野
辰
也

木
村
千
春

栗
原
真
紀
子

近
藤
正
人

佐
藤
千
鶴

田
井
野
利
奈

高
須
賀
常
伸

高
村
泰
広

武
智
綾

武
智
伸
泰

竹
本
知
里

玉
乃
井
太

豊
田
久
美
子

野
田
美
樹

野
中
千
鶴

平
岡
宏
幸

松
原
弘
幸

松
本
ゆ
き

溝
脇
和
也

三
宅
賢
輔

村
上
勇
治

森
陽
子

矢
野
公
三

矢
野
元
己

山
内
伸
泰

山
内
理
加
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内
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

下
記
の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
方
、
ま
た
、

勤
務
や
学
校
の
都
合
で
町
外
に
居
住
し
て
い

る
方
で
重
信
町
の
成
人
式
に
参
加
希
望
す

る
方
は

、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
(
冨
九

六
四
l

一
五
O
O
)ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

好
永
慶
一
郎

田
窪
団
地

河
野
真
衣

佐
伯
美
里

田
中
由
紀
子

土
居
雪
乃

東
真
帆

二
神
万
裕
美

守
屋
政
美

渡
部
英
二

和
田
正
人

牛

測

朝
比
奈
智
代

井
門
淳
子

井
門
武

大
北
知
津

大
北
裕
一

大
財
美
紀

大
西
七
七
美

大
野
貴
司

小
倉
博

菊
池
久
美
子

近
藤
和
奈

篠
原
幸
雅

罵
川
隆
彦

露
口
真
之

中
野
結
香

平
野
俊
弘

山
口
純
子

由
井
美
奈
子

牛
淵
団
地

泉
君
香

伊
藤
弥
穂

岡
崎
純

越
智
品
子

葛
原
優

小
池
澄
華

小
池
輝
彦

篠
原
徹

高
須
賀
竜
二

高
田
ゆ
か
り

高
橋
博
之

谷
口
裕
美

中
村
直
俊

前
田
拓
士

松
本
功
美

森
浩
太

渡
部
圭
三

播
磨
台
団
地

石
田

裕
也

石
丸
り
え

金
子
朋
美

清
水
真
弓

漬
口
真
由
美

樋
口
徳
昭

上
樋
団
地

山向中中高杉大
本井野岡松田川

真博峰綾和竜向
裕幸雄乃美治子

南
野
田

浦
崎
友
美

大
西
岳
人

大
野
隆

堅
田
浩
史

束
村
明
美

東
村
恵
美

東
村
奈
津
子

束
村
亮
一

日
柳
元
宏

兵
頭
紀
子

松
田
陽
平

森
貞
裕
輝

八
塚
智
映

八
塚
木
綿
紀

八
塚
優
子

北
野
田

石
水
真
理

小
谷
朱
美

杉
原
あ
や

隅
田
浩
子

中
川
信
二

別
府
悠
子

前
田
奈
生
美

北
野
台

白
川
典
彦

山
内
美
穂
子

新

村

相
原
孝
二
郎

相
原
徹

藤
岡
豊
和

渡
部
多
恵

上

林

相
原
健
一

相
原
友
香

菅
野
達
也

近
藤
祐
起

高
須
賀
香
苗

玉
井
恵
里
子

佃
由
美

平
岡
綾

松
下
洋
平

森
健
治

森
昇

森
博
之

森
洋
一

渡
部
友
紀
子

渡
部
喜

下

林

荒
木
秀
朗

伊
東
修
良

岡
田
利
彦

越
智
峰
子

越
智
雄
一

越
智
優
子

元
角
美
香

後
藤
幸
絵

篠
原
久
美

高
橋
純
子

高
橋
正
憲

田
久
保
充
政

田
丸
早
苗

永
井
浩
一
郎

永
井
理
佐

野
中
智
之

藤
井
敦

森
美
鈴

森
佑
司

森
山
美
恵
子

渡
部
暢
也

上

村

岩
田
亜
紀
子

岩
田
貴
美
子

倉
瀬
光
平

高
市
美
樹

高
市
美
幸

高
須
賀
洋
樹

中
央
レ
一
考
I

ス
学
級

パ
ラ
園
・
ハl
ブ
園
見
学

九
月
九
日
、
九
時
三
十
分
町
民

会
館
を
四
十
八
名
で
出
発
。

指
導
員
の
土
居
茂
男
先
生
よ

り
、
中
央
構
造
線
上
に
あ
る
活
断

層
、
千
原
鉱
山
な
ど
の
お
話
を
聞

き
な
が
ら
行
き
ま
し
た
。

私
は
先
生
の
お
話
が
上
手
な
の

で
昨
年
に
続
き
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

「
た
ん
ば
ら
園
」
で
は
常
務
取
締

役
の
横
田
基
治
さ
ん
よ
り
パ
ラ
園

の
概
要
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、

ハ
ウ
ス
の
中
を
見
学
し
ま
し
た
。

梅
錦
ガ
ー
デ
ン
丹
原
麦
酒
醸
造

所
で
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
内
田
和
宏
さ
ん
よ
り
ビ

ー
ル
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
課
程

を
工
場
見
学
と
共
に
説
明
し
て
項

き
、
ハ
ー
プ
圏
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
名
前
、
香
り
、
用
途
、
昧
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ラ
園
で
は
、
苗
木
、
切
花
、

小
物
を
買
い
、
梅
錦
ガ
ー
デ
ン
で

は
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
ハ
l

ブ
茶
を

飲
ん
で
楽
し
ん
で
い
る
学
級
生
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

薬
草
を
学
ぶ

日

和

f
ト
~

九
月
二
十
六
日
、
学
級
生
の
希

望
で
重
信
川
河
川
敷
を
探
索
す
る

予
定
で
し
た
が
、
早
朝
雨
が
降
り

急
き
ょ
町
民
会
館
で
す
る
こ
と
に

決
め
ま
し
た
。

講
師
に
県
薬
草
会
の
宇
都
宮
隆

先
生
を
迎
え
、
身
近
に
あ
る
薬
草

名
、
利
用
法
、
採
取
時
期
、
調
整
法
、

保
存
法
、
種
類
別
利
用
法
、
用
量
、

薬
効
、
薬
用
部
乾
燥
法
、
そ
の
中

で
も
小
さ
く
分
け
て
、
生
薬
量
、

煎
水
量
、
日
陰
干
法
、
煎
じ
方
、

土
瓶
・

土
鍋
が
良
い
か
、
薬
草
風

呂
の
た
て
方
と
効
能
な
ど
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぴ
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
先
生
で
学
級

生
の
笑
い
声
も
あ
り
、
楽
し
く
わ

か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

薬
草
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
と
共

に
充
実
し
た
時
間
を
持
つ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

(
委
員
長

安
永
カ
ヤ
子
)
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一
お
知
ら
せ
一

F
コ
ー
ナ
ーh

t ， すか.3

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す

。

入
居
住
宅

八
反
地
第
二
団
地
(
二
種
二
戸

入
居
資
格

・
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
場
所

の
あ
る
方

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

他
、
所
得
制
限
等
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
受
付
場
所
・
問
い
合
わ

せ
先役

場
建
設
謀

冨
九
六
四
!
二
O
O

一
刊

内
線
(
四
二
三
)

下
林
地
区
衛
生
委
員
が

変
わ
り
ま
し
た

森

利
広
(
下
林
甲
一
四
四
二

冨
九
六
四
l

三
二
二
二

竹
村
町
子
(
下
林
甲二
八
六
二
)

冨
九
六
四
ー
二
七
三
二

通身
所体

主 授障
基 産害
2 施者
苧-.股
as 案の
きt 内

社
会
福
祉
法
人
馴
鹿
で
は
、
こ

の
た
び
通
所
授
産
施
設
を
つ
く
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
施
設

は
、
身
体
障
害
者
が
家
か
ら
通
い

な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
働
く
職
場

で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
い
職
場
を

つ
く
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す

。

「
働
き
た
い
が

、

働
く
と
こ
ろ
が

な
い
」
と
い
う
方
は
、
是
非
お
い

で
下
さ
い
。

場
所重

信
町
西
岡
(
今、

重
信
町
が
つ

く

っ

て
い
る
「
運
動
公
園
」
の

近
く
で
す
。
)

仕
事
の
内
容

①
菓
子
箱
科
(
菓
子
箱
を
つ
く
り

ま
す

。

)

②
パ
ソ
コ
ン
科
(
パ
ソ
コ
ン
で
印

刷
原
稿
を
つ
く
り
ま
す
。
)

③
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
科
(
水
道
の
パ

ル
プ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製

品
を
つ
く
り
ま
す
。

)

④
そ
の
他
(
軽
易
な
作
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

)

規
模
定
員
二
十
人

そ
の
他

-
通
所
は
、
原
則
と
し
て
パ
ス
で

送
迎
し
ま
す
。
(
例
外
と
し
て
、

自
家
用
車
を
お
願
い
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
)

-
昼
食
は

、

給
食
で
す

。

(
働
く
者

同
志

一
緒
に
食
事
を
と
り

、

楽

し
い
職
場
を
目
指
し
ま
す
。
)

問
い
合
わ
せ
先

・
友
沢
美
幸
(
世
話
人
)

箇
九
五
六
l
O
五
八
二

・
重
信
町
身
体
障
害
者
協
助
会

会
長
野
中
拓
志

箇
九
六
四
l

六
二
O
四

・
役
場
福
祉
課

国
九
六
四
l

二
O
O

一
間

施
設
は
平
成
九
年
八
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
す
が
、
定

員
や
県
・

町

の
調
査
等
の
関
係
で

、

早
め
に
締

め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
下
さ
い
。

篤

志

寄

附

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。

(
敬
称
略
)

(
香
典
返
し
)

八
塚
利
治
(
北
野
田
)
亡
父
・
三
郎

熊
扶
美
子
(
牛
測
)
亡
母
・
貞
子

特
別
給
付
金
支
給
に
つ
い
て

3

戦
傷
病
者
等
の
嚢
の
方
へi

。
特
別
給
付
金
国
債
の
最
終
償
還

を
終
え
た
戦
傷
病
者
等
の
妻
の

方
に
、
改
め
て
特
別
給
付
金
が

国
債
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す

。

O
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
を
平
成
八
年
五
月
ま

で
受
給
し
た
が
、
夫
で
あ
る
戦

傷
病
者
が
平
成
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
死
亡
し
て
い
る
場
A
R

そ
の
妻
の
方
に
特
別
給
付
金
が

国
債
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

O

戦
傷
病
者
が
公
務
傷
病
等
に

よ
り
死
亡
し
た
た
め

、

そ
の

妻
が
公
務
扶
助
料
等
を
受
け

て
い
る
場
合

会
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金

O

夫
で
あ
る
戦
傷
病
者
が
公
務

傷
病
等
以
外
で
死
亡
(
平
病

死
)
し
た
場
合

カ
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
(
特
例
給

付
金
)

。
請
求
手
続
き
や
金
額
等
、
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県

県
民
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課
援

護
恩
給
係
冨
九
四
一
l

二
一
一

二
内
線

二
五
三
六
)
ま
た
は
、

役
場
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

消
火
暑
をf

重
信
町
消
防
団
で
は
、
消
火
器

の
新
規
購
入
及
び
詰
替
え
の
斡
旋

を
行
い
ま
す
。

近
年
、
出
火
原
因
と
し
て
目
立

っ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災

の
消
火
に
有
効
な
消
火
器
を
家
庭

に
最
低
一
本
は
備
え
て
お
き
ま
し

ト
ふ
、「J
。

消
火
器
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

お
近
く
の
消
防
団
員
ま
た
は
、
役

場
総
務
課
(
箇
九
六
四
l

二
0
0

一
的
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

消火器斡旋価格表
区分 型式 斡旋価格 型式 斡旋価格

新 4 3.400円 10 4.100円
ま見
購
6 4 ，000円 20 8，300円入

圭岡土田 3 2 ，000円 10 2 ，600円
替 4 2 ，200円 20 5，300円
え 6 2，300円

行政相談
12月 12 自体)

心配ごと相談
12月 12日(桐・ 26日体)
どちらとも 13時~15時

町民会館
毎月第2木曜に行政心配ごと
相駁、第4木曜に心配ごと相
畿を行っていま本
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-
J

皆
さ
ん
、
広
報

伺
い
刊5
月
号
の
表
紙
を

H
U
U飾っ
た
上
村
源
平

ァ
、
谷
地
の
こ
い
の
ぼ
り
の
写
真
を
覚

め
え
て
い
ま
す
か
。

泊
悶
上
村
夢
ク
ラ
ブ
で
は
来
年
度
も

L
V
行
お
う
と
現
在
準
備
を
進
め
て
お

一回
ぼ
り
ま
す
が
、
こ
い
の
ぼ
り
の
傷
み

爪
W
が
ひ
ど
く
数
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

‘‘ .• 
-
1
ν

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
も
の
が

-

『
」

・』
己
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供
を
お
願

一
つ
い
し
ま
す
。
源
平
谷
池
で
元
気
に

一
軒
ゆ
泳
が
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一応
(
通
年
募
集
)

一
四
』
唱
連
絡
先
津
川
敬
一

一円
冨
九
六
四

l

九
o
=

一

、_.

き
わ
や
か
な
秋
晴
れ
が
広
が
っ

た
十
月
十
一
日
、
町
制
施
行
四
十

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
ち
ぴ
っ
こ
あ
そ
び
天
国
」
を
国
国
E

際
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

4
E

屋
外
で
力一杯
遊
ん
で
も
ら
お
開

う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
町
内
ー

の
四
歳
児
か
ら
小
学
二
年
生
ま
で
自
白

の
子
供
た
ち
約
九
百
人
が
参
加
し
E
ι

ま
し
た
。
ヨ

r

芝
の
上
を
ゴ
ロ
ン
ゴ
ロ
ン
転
げ
噌
J

た
り
、
風
船
・
く
つ
・
紙
飛
行
機

L
・

を
飛
ば
し
た
り
、
縄
飛
び
を
し
た

l
j
u

り
、
自
分
の
体
士
α

ー

よ
り
大
き
い
ボ
『
」

「1
ノ
ー
ー
ー

ー
ル
と
遊
ん
だ
〉

V
F
4
1
Z
F
A
り
、
ま
た
芝
す
・
1
.

F
[

古
川

べ
り
は
一
番
の
ひ

人
気
で
、
服
の
ち

汚
れ
な
ど
へ
っ

r

ち
ゃ
ら
、
元
気
に
遊
び
回
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
レ
オ
マ
ワ
ー
ル
ド
か
ら

や
っ
て
き
た
ペ
デ
ィ
と
ポ
l

リ

l

に
、
子
供
た
ち
は

大
喜
び
。
歌
に
合

わ
せ
て
一
緒
に
ダ

ン
ス
を
し
た
り
、

ゲ
l

ム
を
し
た
り

楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

(
表
紙
写
真
)

窃
か
え
ん
ひ
っ

「
ち
び
っ
こ
あ
そ
び
天
国
」
の
取

材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

レ
オ
マ
ワ
ー
ル
ド
で
し
か
会
え

な
い
(
と
思
っ
て
い
た
)
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
登
場
に
年
甲
斐
も
な
く
ド
キ

ド
キ
し
、
シ
ャ

ッ

タ
ー
を
お
し
ま

く
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
供
達
は
元
気
で
す

ね
。
私
は
二
ホ
l

ル
往
復
し
た
だ

け
で
息
が
き
れ

、

汗
が
ド
パ
l

ッ
。

ア

そ
ん
な
私
を
尻
目
に
ど
の
子
供
も

M

生
き
生
き
と
本
当
に
楽
し
そ
う
な

鴻

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
子
供

」

達
に
と
っ
て
、
普
段
足
を
踏
み
入

山

れ
る
こ
と
の
少
な
い
ゴ
ル
フ
場
で

叫

思
い
つ
き
り
遊
べ
た
こ
と
は
、
と

て
も
意
義
深
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
ノ

環
と
し
て
九
月
二
十
五
日
、
重
信
.
ぺ

町
西
岡
の
県
道
松
山
川
内
線
で
、

-
V

東
温
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
に

V

よ
り
「
シ

l

ト
ベ
ル
ト
着
用
キ
ャ
(
，

ン
ペ
l

ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
キ
‘

当
日
は
、
交
通
安
全
母
の
会
や
キ

国
立
療
養
所
看
護
学
生
も
参
加
用

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
瞳
・

呼
び
か
け
ま
し
た
。
ト

四
月
か
ら
の
、
住
民
ぐ
る
み
シ

l
ν

l

ト
ベ
ル
ト
着
用
運
動
に
よ
り
、
川
V

現
在
町
内
で
の
着
用
率
は
八
十

J

九
%
で
県
下
町
村
中
八
住
で
す
。

J
，
が
け
ま
し
ょ
う
。

(
去
年
三
十
一
位
)
。
着
用
率
一
位
』

を
目
指
し
て
一
層
安
全
運
転
を
心

ξ
，

@匂ゆ屯xvoo暗号宅泡宅氾々氾Æ)
。J 広

えひめ産業文イじまっ。
1 1 月 23日(土)・ 24日(日)

県民文化会館
農業試験場跡地

・ふるさと物産展 ・妓術・戸イディ戸屋
・ふるさと感謝の広鋸 ・えひめの食と文化屡
・ふるさと市コーナー ・ちびっこ広場
・協賛展

e々氾々か句。宅島宅泡花渇々か@

場所
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野田志田見横西野西 住
守 j幸奈原i可 T7
百 窪川窪良 岡冨岡 所

増福清遠富 阿岡中山松 保
田岡博阿 部田戸下本 議
英昌 誠 i舌憲洋彦昌義
司宣士二志明一 治 者

有f拓?大時5加五t聖佳吉真歩 t佑恭古i季岬Z Z K 出紗~ ~{j;~祐 かか は き隼 生
!尼

10 10 10 9 9 9 9 9 9 生年. . . . . . . . . 
月

2 1 1 29 28 26 24 22 22 日

t9'. 

戸
籍
の
窓

ι 

十
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

E園田圃圃-園田E園田園園田明~噸臨時躍蹴UlH閣砲事事盗品謝'四国平主uf!晶a噴煙a担当直樹開~:''rI3証l

お
誕
生
お
め
で
と
う

下 富富雷富横牛宮 住
2 2 j』主 2 原河 1 

林 丁 丁丁 測丁 所回目回目 目

喜者遍言君主号車主E 保
俊政 欣一昭 護

也治三武也雄 治 者

彩tE藷里:紅iL奈会理り雄G尚 2敬tt 出生1)薬 Il 々 を愛ぇ人 t希き太た 児

9 9 9 9 9 9 9 9 生年. . . . . . . . 
月

21 19 16 14 14 13 4 2 臼

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

樋下北上回志樋下牛北南下牛 住
野 i章 野野

口林田林窪川口林沸j 田田林淵 所

斎藤汁藤木本森大清柴森熊安村高松高 氏シ廻水尾 井 j甫橋
三手 ゲ 卯数市 重貞貞勝政宋 名ノ子大 ヨ 修市 響子子美行一

88 72 61 82 64 88 69 84 88 70 58 71 86 年'-?; 、

10 10 10 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 夢E
亡. . . . . . . . . . . . . 
の

7 7 1 29 26 21 17 14 14 13 13 13 12 日

ui謹~ 1盟主i11 

日(躍) 行 事 名 時間 場所

l(日) 当番医中川病院 松山市南梅本町冨976-7811

国民健康保険税第5期納期限
--ー----・・・・ーーーー ー ーーーーー ー- -ー ーーーーーー ー ー ー ー ー ---- - 雫 F ・・ ー ー ー ーー ー ー・ーーー』 ー

2 伺) リ ハビリ教室 13:30-15:30 町民会館
ーーーーーーーーーー---ーー ー・・ーーーーーーーーーー， 咽 ・F ・ ・ ・・ ーーーーーーーーーーー， ー・-----------
天体望遠鏡講習会 19:30- 町民会館

3 仰 おとしより健康相談室(要予約) 14:00-16:00 役場保健婦室

4 (:柄
離乳食学級

町民会館13:30-15:30 
(H8年8月・ 9月生まれの者)

5 附

6 幽 文章教室 19:30- 町民会館

7(:1:) 重信町「人権を語る集い」 13:00-15:00 町民会館

廃棄図書交換市 9:00-16:30 図書館2階ロビー
8 (問 ーー ー ・ ・ ーーー ーーーー・ ーーーー.--- -ー ー阜 ー 帽 ー - -- ー ー ーーー ーーーー-_- - --- - ー 』 ー ーーー ー ーーーーー

当番医岸本病院 川内町北方冨966-5670

9 伺)

10(:k) 不燃物回収日

11附
手し児健診

町民会館13:30-l4:30 
(H8年2月・ 5月・ 8月生まれの者)

12肘 行政心配ごと相談所 13:00-15:00 町民会館

13樹 文章教室 19:30- 町民会館[

14出

15(日)
移動図書館車運行(山之内・樋 1] ・横河原方面)
ーーーーー 『・ ー' ーー ------ーーー ー ーー『ーー『ー『 軍 司・ー---_-ーーー，ー ・ ー-- - -- -- - -・.------
当番医いのうえ小児科 重信町野田2丁目歯955-0055

16伺)

170<) 
移動図書館車運行(志津川 ・ 八反地 . æ窪団地 ・西岡方面)

一一一一 | 一一一一一社長一
おとしより健康相談室(要予約) 1l4:00-16:0 場保健婦室

18ç羽

印刷 人権相談所 10:00-15:00 役場2F第l会議室

20幽
移動図書館事逆行(田窪・堀池・牛iXI]団地 ・上樋団地 ・播磨台団地方面)
一一一ー ー ーーーーー ー ーー ー ー ー ー一一一一ーーーーー ー ーーーーーー - lï3 : 一ーーーー :3õl~Ï ーー
リハビリ教室 3 : 30-15:30 1 IllJ 民会館

21出

廃棄図書交換市 _j_~:~~:-:~~:~~手|間図書方館面地ロビー
22(印 移動図書館事遂行(野田 1丁目 ・新村・北野間・南野 面)

ー " ー『 ・ ----- 亭伺-・ ・・ーーーー ・ ー-ー ー- ー ー ー ・e ・ ーー ーー ー ー ー ー ー・』 ・・ー ー・ - ー・ ー - -ーーーー・・ ーーーーーー

当番医宮内病院 松山市北梅本町園975-0091

祝日のためごみ収集休みます。
23例) ー ー- - -・・ー・ . - -ー ・・ー ・・ 』ーーーーーーー・ ー ーーーーーーーーー ー ーー ー ー-ー- ー ー- --ー ー ーー ーーー - -

当番医西村内科 重信町志津川園964-2461

240<) 

不燃物回収日
ー----司ーーー ー ーーーー ー ー ーー" ー ・・・ ・ ・・ ・ ー ー ー ーー- - -- ・・ H ・ 司 酔 - - 回目 ・ ー ー . .. ・ ー ー ーー ・F ・・ーーー

25(村
水道使用料 (10 ・ 11 月分)納期限
ー ・ ・ー 田昌 勧 ・ー ー ・・・・・ーー ・ ーーーーーー ー. - ・ - - - --- - _ - ーーーー 司 『・- - ・ --- - 同 ----------
国定資産税第3期 ・国民健康保険税第6期納期限
ー ・・ ーーー ‘・ ー ー ー 』 ーーー ーーーー - ー - ーーーーーー・ ・ ・・ーー・ーーー・ーーーーーー ーー ーー・・ー・・勘 ・ーーーー・・・・

移動図書館事運行(上村 ・下林方面)

印刷 心配ごと相談所 13:00-15:00 ~IJ 民会館

27幽 移動図書館事運行(上林方面)

28出 粗大ごみ回収日

29(日) 当番医酉本整形外科 重信町田窪冨964ー 1611

30伺)

31閃

(. 

印刷 NTT四国電話帳鮒w791-02 重信町大字志津川972番地 園(089)964-200 1 (代表)町民課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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